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(57)【要約】
【課題】流れダイナミクスに必要以上に強くネガティブ
な影響を与えず、従って高い流れ圧力の損失を発生させ
ずに、管路区分を流れる媒体の温度を迅速かつ正確に測
定することができる改善された温度測定装置を提供する
。
【解決手段】本発明は、一管路区分（１１）を流れる媒
体の温度を測定する温度測定装置（３０）であって、前
記管路区分（１１）内に挿入される温度測定スリーブ（
１０）を有しており、該温度測定スリーブ内には温度セ
ンサが配置されている、温度測定装置に関し、前記温度
測定スリーブ（１０）は部分的に前記管路区分（１１）
内に突入しており、前記温度測定スリーブ（１０）の、
少なくとも前記管路区分（１１）内に突入する部分の壁
厚さが、前記管路区分（１１）の壁厚さよりも小さくな
っており、前記温度測定スリーブ（１０）の前記壁厚さ
は、前記温度センサの周りの所定の領域（１２）でさら
に減じられている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一管路区分（１１）を流れる媒体の温度を測定する温度測定装置（３０）であって、前
記管路区分（１１）内に挿入される温度測定スリーブ（１０）を有しており、該温度測定
スリーブ内には温度センサが配置されている、温度測定装置であって、
　前記温度測定スリーブ（１０）は部分的に前記管路区分（１１）内に突入しており、前
記温度測定スリーブ（１０）の、少なくとも前記管路区分（１１）内に突入する部分の壁
厚さが、前記管路区分（１１）の壁厚さよりも小さくなっており、前記温度測定スリーブ
（１０）の前記壁厚さ及び／又は外径は、前記温度センサの周りの所定の領域（１２）で
さらに減じられていることを特徴とする、流れる媒体の温度を測定する温度測定装置。
【請求項２】
　前記温度測定スリーブ（１０）の前記壁厚さ及び／又は外径は、前記温度測定スリーブ
（１０）の先端（１３）における所定の領域（１２）で減じられている、請求項１記載の
温度測定装置。
【請求項３】
　前記温度測定スリーブ（１０）は、前記先端（１３）における前記所定の領域（１２）
で、前記管路区分（１１）の内部（１５）内に完全に突入している、請求項２記載の温度
測定装置。
【請求項４】
　前記温度測定スリーブ（１０）は耐高圧性に、かつ／又は強度の高い材料から構成され
ている、請求項１から３までのいずれか１項記載の温度測定装置。
【請求項５】
　前記温度測定スリーブ（１０）の前記管路区分（１１）内に突入する部分の外径は、前
記管路区分（１１）の外径よりも小さく、特に、前記管路区分（１１）の内径よりも小さ
い又は該内径と同じであって、さらに特に、前記管路区分（１１）の壁厚さよりも小さい
又は該壁厚さと同じである、請求項１から４までのいずれか１項記載の温度測定装置。
【請求項６】
　前記温度測定スリーブ（１０）は、前記管路区分（１１）の軸線（１６）付近の領域に
到るまで、前記管路区分（１１）の内部（１５）内に突入している、請求項１から５まで
のいずれか１項記載の温度測定装置。
【請求項７】
　特に実質的に円筒状の温度測定スリーブ（１０）の軸線は、前記管路区分（１１）を流
れる媒体の流れ方向（１７）に関して、前記管路区分（１１）の前記軸線（１６）に対し
て、又は前記管路区分（１１）の前記軸線（１６）に対して平行な直線に対して、鋭角を
成している、請求項１から６までのいずれか１項記載の温度測定装置。
【請求項８】
　請求項１から７までのいずれか１項記載の温度測定装置（３０）に設けられた温度測定
スリーブ（１０）。
【請求項９】
　前記管路区分（１１）は、前記温度測定スリーブ（１０）を収容する管路成形構成部分
（１４）として形成されていることを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項記
載の温度測定装置（３０）の管路区分。
【請求項１０】
　前記管路成形構成部分（１４）は、前記温度測定スリーブ（１０）を収容するフランジ
（１８）を有している、請求項９記載の管路区分。
【請求項１１】
　前記フランジ（１８）の周辺（Ｕ）の領域における内径（Ｄ）は、該領域の外側におけ
る前記管路成形構成部分（１４）の内径（Ｄ）よりも大きく形成されている、請求項１０
記載の管路区分。
【請求項１２】
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　前記管路区分（１１）を流れる水素の温度測定のために使用することを特徴とする、請
求項１から７までのいずれか１項記載の温度測定装置（３０）の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一管路区分を流れる媒体の温度を測定する温度測定装置であって、前記管路
区分内に挿入される温度測定スリーブを有しており、該温度測定スリーブ内には温度セン
サが取り付けられている、温度測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような温度センサは公知であり、例えば、後続の又は事前の方法ステップのために
できるだけ正確にその温度を測定すべきである媒体が流れる管路に取り付けられる。特に
、通常は厚い管の壁厚さのもとでの高圧領域における温度測定が重要である。
【０００３】
　ここで、別の構成の温度測定装置も公知である。この公知の温度測定装置では、温度セ
ンサはスリーブなしでも、即ち温度測定スリーブなしでも直接、流れの中に、即ち管路内
部に挿入される。しかしながらセンサ壁が破損した場合、媒体が放出され、かつ／又は、
媒体が、センサ若しくはセンサ壁のエレメントに接触することになる。このようなことは
、水素のように爆発性の高い又は反応性の強い媒体である場合、致命的な結果となり得る
。選択的に温度測定を外側の管壁上で直接行うことができる。しかしながらこの場合、管
壁を介した温度低下に注意しなければならない。さらに媒体温度は管壁を通して遅れて測
定することしかできない。
【０００４】
　冒頭で述べた形式の温度測定装置では、交換可能な１つの温度センサが１つの温度測定
スリーブ内に位置している。温度測定スリーブの壁厚さは通常、最も薄い個所で５ｍｍ以
上である。管の内径が比較的小さいもので使用する場合、このような壁の厚い温度測定ス
リーブの挿入は困難であり、不可能な場合もある。さらに、ここに挿入された温度測定ス
リーブは、多大な流れ圧力損失を引き起こす。このような温度測定スリーブの挿入が可能
である管内径の下限は、２×ｄｗ＋ｄｓによって規定されている。この場合、ｄｗは温度
測定スリーブの最大壁厚さであり、ｄｓはセンサの厚さである。ｄｗ＝５ｍｍでｄｓ＝２
ｍｍの場合、管内径の下限は１２ｍｍである。
【０００５】
　温度測定スリーブの壁厚さが厚いことに基づき、センサの交換可能性以外は、外側の管
壁上での温度測定に対して利点は見られない。
【０００６】
　図１には、上記の温度測定スリーブ１の公知の構成が示されている。管路区分は、温度
測定スリーブ１を収容するための長い脚部を備えたＴ字管４である。圧力スリーブとも記
載される温度測定スリーブ１は、温度センサのための差込管２を有している。管片３又は
長い脚部は圧力スリーブを収容するために拡開されている。媒体５の可能な流れ方向は両
方向矢印で示されている。
【０００７】
　図示した構造により、流れ抵抗及び流れの迂回に基づき流れのガイドは悪化する。通常
、温度測定スリーブ１は、体積の大きな標準的な管片３（Ｔ字管４の長い脚部）にねじ込
まれる。これにより全体として大きな構造寸法が生じる。大きな自由な長さが生じること
により、流れ込む媒体５による振動を回避するために、一方では温度測定スリーブ１の、
他方では管片３の所定の最低材料厚が必要となる。さらなる欠点としては、先端に向かっ
て円筒状にまとめられている温度測定スリーブ１の、既に述べた比較的大きな最小壁厚さ
が依然としてあることである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　そこで本発明の課題は、特に、流れダイナミクス（流動状態）に必要以上に強くネガテ
ィブな影響を与えず、従って高い流れ圧力の損失を発生させずに、管路区分を流れる媒体
の温度を迅速かつ正確に測定することができる改善された温度測定装置を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明では、この課題を解決するために、冒頭で述べた形式の温度測定装置において、
前記温度測定スリーブが部分的に前記管路区分内に突入しており、前記温度測定スリーブ
の、少なくとも前記管路区分内に突入する部分の壁厚さが、前記管路区分の壁厚さよりも
小さくなっており、前記温度測定スリーブの前記壁厚さ及び／又は外径は、前記温度セン
サの周りの所定の領域でさらに減じられているようにした。本発明はさらに、これに対応
する温度測定スリーブと、温度測定スリーブを収容する管路成形構成部分として形成され
ているこれに対応する管路区分に関する。最後に、本発明は、前記管路区分を流れる水素
の温度を測定するために本発明による温度測定装置を使用するものに関する。本発明のさ
らなる構成は、各従属請求項と以下の記載に記載されている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明による温度測定装置は、温度測定スリーブを有しており、該温度測定スリーブは
、温度を測定すべき媒体が流れる管路区分と比較して小さい壁厚さを有している。
【００１１】
　温度測定スリーブは通常、その外径が、前記管路区分の内径よりも小さいか、又は同じ
か、又は結合技術的な理由から僅かに大きく形成されている。
【００１２】
　温度測定スリーブの壁厚さが薄いことにより、温度測定スリーブの外径を小さくするこ
とができ、この外径は特に、管路区分の内径よりも小さい又は同じであって、従って全体
として、温度測定装置の構成サイズを小さくすることができる。温度センサの周囲の所定
の領域における壁厚さ及び／又は外径がさらに減じられていることにより、温度センサへ
の迅速な熱伝達が保証される。この場合、壁厚さ及び／又は外径がさらに減じられている
領域は特に、温度測定スリーブの先端に位置している。媒体の温度を測定するためには、
壁厚さ及び／又は外径が減じられているこの領域が、即ち特に、温度測定スリーブの先端
が、管路区分の内部に突入していれば十分である。これにより、温度測定スリーブの僅か
な部分のみを管内部に突入させることが可能である。好ましくは、温度測定スリーブの自
由な短い先端が、管内部に突入する。このような構造は小さく構成でき、耐振動性があり
、流れには殆ど影響を与えない。短い自由な先端の壁厚さは、必要最小限の壁厚さにまで
減じることができるが、このような必要最小限の壁厚さは、選択された材料の強度及び作
業条件に依存するものである。流れ機構及び熱伝達の理由から、先端の外径と、管路区分
の内径との比は、０．７５以下であるのが望ましい。
【００１３】
　温度測定スリーブは耐高圧性に、かつ／又は強度の高い材料から構成されていると特に
好ましい。これにより温度測定スリーブの必要最小限の壁厚さ、ひいては温度スリーブの
直径全体をさらに減じることができる。
【００１４】
　センサ厚さｄｓが同じである場合、温度測定スリーブの外径は、好ましくは、管路区分
の外径よりも小さく構成されていて、特に、管路区分の壁厚さよりも小さく構成されてい
る。これにより温度測定スリーブは、これまでよりも内径が小さい管に取り付けることが
できる。
【００１５】
　温度測定スリーブが、管路区分の壁を貫通して、管路区分の軸線の周りの領域にまで達
し、管路区分の内部へと延在しているならば特に好ましい。例えば、温度測定スリーブの
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先端又は、温度測定スリーブの壁厚さがさらに減じられた領域の中心が、管路システムの
軸線、又はほぼ軸線にまで達することができる。管路システムの軸線とはこの場合、長手
方向軸線を意味している。従って、従来技術とは異なり、温度測定スリーブは、管内部の
大きな領域を埋めることはなく、その先端が管の内壁から極めて小さな区分、有利には内
室の中心まで突入している。これにより、流れにはできるだけ僅かにしか影響を与えず、
僅かな流れ圧損失を伴う安定した配置が得られる。
【００１６】
　特に実質的に円筒状の温度測定スリーブの軸線が、媒体の流れ方向に関して、管路区分
の上記軸線に対して鋭角を成して延びていると好適である。若干中心がずらされた配置で
ある場合には、温度測定スリーブの軸線と、管路区分の軸線に対して平行に延びる直線と
の間に鋭角が形成される。従って、温度測定スリーブの先端には媒体が鋭角的な角度を成
して流入する。前記先端が、管のほぼ中心に位置しているならば、これにより良好な温度
測定が保証されている。
【００１７】
　本発明は、管路区分内に突入可能な温度測定スリーブであって、本発明による温度測定
装置との関連で上述したような特徴を有する温度測定スリーブにも関する。この温度測定
スリーブは、管路区分における相応に形成された対応区分に、例えばクランプリング結合
部を介して、有利にはねじ締結及び／又はシール溶接されている。
【００１８】
　本発明はさらに、上記本発明による温度測定装置の管路区分にも関するものであって、
この場合、この管路区分は、本発明による温度測定スリーブを収容するために管路成形構
成部分として形成されている。管路成形構成部分は、受容取り付け部分とも記載される。
管路成形構成部分は、温度を測定すべき媒体が流れる管路に装着される構成部分である。
この場合、管路成形構成部分に温度測定スリーブを収容するためのフランジが設けられて
いると有利であり、このフランジは好ましくは管路成形構成部分と一体的に構成されてい
る。フランジは、温度測定スリーブを管路成形構成部分の内部に導入する開口を有してい
る。温度測定スリーブの軸線が、管路区分若しくは管路成形構成部分の軸線に対して所定
の角度を成しているならば、フランジ開口は好ましくは相応に方向付けられている。
【００１９】
　前記管路成形構成部分の内径は、フランジの周辺において、フランジの周辺の外側にお
けるよりも大きく形成されているならば好ましい。この場合、このようなフランジの周辺
は、管路成形構成部分の内室における長さの大部分にわたって延在しているので、管路成
形構成部分の端部区分だけが比較的小さな内径を有している。このような構成では、流れ
圧損失は比較的高いがセンサへの熱伝達性の改善により温度センサの反応が迅速であるも
のと、流れ圧損失は低いが熱伝達性が減じられているものとを選択することができる。
【００２０】
　最後に本発明による温度測定装置は、管路区分若しくは管路成形構成部分を流れる水素
の温度を測定するために特に適している。
【００２１】
　まとめると、温度測定スリーブを収容する管路成形構成部分は以下のような利点と特性
を有している。
－温度測定スリーブの短い自由な先端のみが内部に突入するので耐振動性構造である。
－センサ先端は流れ内に位置している。
－管路成形構成部分並びに組み立てられた温度測定装置の構成サイズが小さい。
－まっすぐな流れのガイドが可能である（Ｔ字管が不要である）。
－速度上昇により熱伝達を高めるために、センサ個所において流れ横断面を絞ることがで
きる。
－流れ圧損失及び熱伝達を最適にするために、流れ横断面が拡大される。
－スペースが制限されている場合には、小さい空間的サイズを有した変向部として構成す
ることができる。
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【００２２】
　本発明の利点と構成を改めて以下に、まとめる。
－流れ内の障害物が小さいこと（温度測定スリーブの先端）により圧力損失が最小限であ
る。
－流れの変向部なしに管路測定区分をまっすぐに貫流することができる。
－スリーブの壁厚さが僅かであることにより熱伝導性が高められ迅速な温度適合が行われ
る。
－耐圧性が高くかつ測定精度が高い。
－プロセスへの開口部なしに（管内部へのアクセスなしに）温度センサが交換可能である
。
－流れ内及び管路成形構成部分におけるガイド内の障害物が小さいこと（温度測定スリー
ブの先端）により耐振動性が高い。
－内実の部材から成る製造又はシール溶接によりシール性が高い。
－全体的なサイズが小さく、これにより組み付けが簡単である。
【００２３】
　本発明は、高圧領域における使用以外に、特に、迅速且つ正確な温度測定の必要性及び
／又はプロセスへの作用なしに温度センサの交換必要性がある場合には、低圧領域におけ
る温度測定、並びに高いシール性が必要である媒体（有害物質、反応性物質、可燃性媒体
；食品；薬品）の使用領域での使用に特に適している。
【００２４】
　上記特徴及び以下でさらに説明する特徴は、記載された各組み合わせのみならず、別の
組み合わせ又は個別でも、本発明の範囲を逸脱することなく利用可能であることが理解さ
れる。
【００２５】
　図面の実施例につき本発明を概略的に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】従来技術による温度測定装置を概略的に示した図である。
【図２】本発明による温度測定スリーブを備えた温度測定装置の構成を概略的に示した図
である。
【図３】図２の装置に使用される管路成形構成部分の構成を示した図である。
【図４】図２の装置に使用される温度測定スリーブの構成を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１については既に、明細書の冒頭で説明した。
【００２８】
　図２～図４については包括的に説明する。即ち、同じ符号は同じエレメントを示してい
る。
【００２９】
　図２には、温度測定装置３０が、管路区分１１と温度測定スリーブ１０と共に示されて
いる。管路区分１１の管内部１５には、流れ方向１７で、水素のような媒体５が貫流する
。管路区分１１の長手方向軸線には符号１６が付与されている。温度測定スリーブ１０の
前方部分はフランジ１８内に接合されている（この場合、溶接されている）。このシール
を行う溶接シームは符号２０で示されている。温度測定スリーブ１０の前方部分は管内部
１５内に突入している。温度測定スリーブ１０の先端は符号１３で示されている（図４）
。先端１３は完全に管内部１５に位置している。温度測定スリーブ１０の内部には温度測
定センサ（図示せず）が配置されている。
【００３０】
　図２に示した管路区分１１は、図３に示したような管路成形構成部分１４であって、受
容取り付け部分とも記載される。管路成形構成部分１４は、媒体が流れる管路に装着され
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る。この構成部分１４は、温度測定スリーブ１０を収容するための開口１９を備えたフラ
ンジ１８を有している。フランジ１８は有利には成形構成部分１４と一体に構成されてい
る。媒体の流れ方向は符号１７で示されている。
【００３１】
　図４には、図２の温度測定スリーブ１０の詳細が示されている。特に、先端１３を有し
た温度測定スリーブ１０の前方領域が明示されている。図４により特に、温度測定スリー
ブ１０の直径がわかり、この直径は、図２の管路区分１１の直径と比較可能である。温度
測定スリーブ１０の外径は、前方領域では、管路区分１１の内径よりも小さいか、同じで
あるか、又は管路区分１１の内径よりも実質的に大きいことはない。温度センサの先端の
周りの所定の領域１２では、図４から判るように、直径と壁厚さはさらに、減じられてい
る。壁厚さがさらに減じられた領域１２は、図２に示したように、完全に管内部１５に突
入している。これにより迅速かつ遅れのない温度測定が可能であり、構造は小さく構成さ
れ、耐振動性があり、流れには殆ど影響を与えない。先端の外径と管路区分の内径との比
（先端の外径／管路区分１１の内径）は＜＝０．７５である。
【００３２】
　さらに、温度測定スリーブ１０は、管路区分１１の外径よりも小さい外径を有するよう
に構成されている。これにより温度測定スリーブ１０を、内径が極めて小さい管に取り付
けることができる。
【００３３】
　温度測定スリーブ１０の軸線は、管路区分１１の軸線１６に対して、流れ方向１７に関
して鋭角を形成しており、温度測定スリーブ１０の先端１２は長手方向軸線１６にほぼ達
している。これにより、流れダイナミクス（流動状態）に殆ど影響を与えずに正確な温度
測定が可能である。
【００３４】
　図２によりさらに、フランジ１８の周辺Ｕにおける管路区分１１若しくは管路成形構成
部分１４（図３参照）の内径Ｄは、例えばこの周辺Ｕの外側の管路区分１１の端部におけ
る内径よりも大きく形成されている。この場合、流れ速度は、プロセス要求に合わせた熱
伝達のために最良にされている。
【００３５】
　可能な利用分野は、例えば水素やヘリウムのように１０００ｂａｒまでの圧力のもとで
気体ガス及び液化ガスでの利用である。搬送活動においてはトレーラーは５００ｂａｒま
でで運転される。自動車では、燃料補給用のＨ２タンクステーションは７００ｂａｒまで
のものが作られている。気体若しくは液体の媒体状態で圧縮するために、１０００ｂａｒ
までの圧縮機が使用される。
【００３６】
　典型的な管内径は５～２５ｍｍである。媒体の温度の測定は、この場合、トレーラー／
自動車の最大充填圧を規定するために利用される。迅速かつできるだけ誤差のない温度表
示は、正確で確実な運転のために不可欠である。温度測定の測定範囲は、４Ｋ～３７３Ｋ
の範囲にある。１０００ｂａｒ、ＤＮ（呼び径）１５の温度測定の際は、区分１１の管壁
厚さは５．５ｍｍであり、先端の領域１２の管壁厚さは１．６ｍｍである。
【符号の説明】
【００３７】
１　温度測定スリーブ
２　差込管
３　管片
４　Ｔ字管
５　媒体
１０　温度測定スリーブ
１１　管路区分
１２　温度センサの周りの領域
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１３　先端
１４　管路成形構成部分
１５　管内部
１６　管路区分の軸線
１７　流れ方向
１８　フランジ
１９　開口部
２０　シール溶接シーム
３０　温度測定装置
Ｄ　内径
Ｕ　周辺

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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